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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
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【公開番号】特開2017-29884(P2017-29884A)
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【年通号数】公開・登録公報2017-006
【出願番号】特願2015-149644(P2015-149644)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/887    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  47/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  45/35     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  51/21     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/05     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｇ
   Ｂ０１Ｊ   23/887    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   37/08     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/10     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   47/22     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   45/35     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   51/21     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   57/05     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月9日(2018.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　　すなわち、本発明は以下である。
［１］　オレフィンを酸素含有ガスにより気相接触酸化して対応する不飽和アルデヒド及
び不飽和カルボン酸を製造する際に用いる、モリブデン、ビスマス及びケイ素を含有し、
該ケイ素に対する該ビスマスの原子比が０．０５～０．１２である複合酸化物触媒を製造
する方法であり、
　各成分元素の供給源化合物の水性系での一体化及び加熱する工程を含み、
　ケイ素の供給源化合物の比表面積が８０ｍ２／ｇ～２２０ｍ２／ｇであり、かつケイ素
の供給源化合物の体積平均粒径が０．１μｍ～４．０μｍである複合酸化物触媒の製造方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オレフィンを酸素含有ガスにより気相接触酸化して対応する不飽和アルデヒド及び不飽
和カルボン酸を製造する際に用いる、モリブデン、ビスマス及びケイ素を含有し、該ケイ
素に対する該ビスマスの原子比が０．０５～０．１２である複合酸化物触媒を製造する方
法であり、
　各成分元素の供給源化合物の水性系での一体化及び加熱する工程を含み、
　ケイ素の供給源化合物の比表面積が８０ｍ２／ｇ～２２０ｍ２／ｇであり、かつケイ素
の供給源化合物の体積平均粒径が０．１μｍ～４．０μｍである複合酸化物触媒の製造方
法。
【請求項２】
　前記ケイ素の供給源化合物総体積の内、体積平均粒径の１．５倍以上の粒径を有する粒
子の体積割合が１５％以下である請求項１に記載の複合酸化物触媒の製造方法。
【請求項３】
　前記複合酸化物触媒が下記組成式（１）で示される触媒である請求項１又は２に記載の
複合酸化物触媒の製造方法。
　　ＭｏａＢｉｂＣｏｃＮｉｄＦｅｅＸｆＹｇＳｉｈＯｉ　　（１）
（式中、Ｘはナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、ルビジウム（Ｒｂ）、セシウム（Ｃ
ｓ）及びタリウム（Ｔｌ）からなる群から選ばれる少なくとも１種の元素であり、Ｙはホ
ウ素（Ｂ）、リン（Ｐ）、砒素（Ａｓ）及びタングステン（Ｗ）からなる群から選ばれる
少なくとも１種の元素である。また、ａ～ｊはそれぞれの元素の原子比を表わし、ａ＝１
２のとき、ｂ＝０．５～７、ｃ＝０．１～１０、ｄ＝０．１～１０、ｅ＝０．０５～５、
ｆ＝０～２、ｇ＝０～３、ｈ＝４～４８の範囲にあり、またｉは他の元素の酸化状態を満
足させる数値である。）
【請求項４】
　プロピレンと酸素含有ガスを含む原料混合ガスを請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の複合酸化物触媒の製造方法により製造された複合酸化物触媒を用いて気相接触酸化する
アクロレイン及びアクリル酸の製造方法。
【請求項５】
　前記プロピレンの空間速度が１２０ｈ－１～３２０ｈ－１の範囲である請求項４に記載
のアクロレイン及びアクリル酸の製造方法。
【請求項６】
　前記原料混合ガス中のプロピレン含有量が７体積％～１２体積％の範囲である請求項４
又は５に記載のアクロレイン及びアクリル酸の製造方法。
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